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カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発／CO2有効利用拠点における技術開発／研究開発拠点におけるCO2有効利用技術開発・実証事業

カーボンリサイクルLPG製造技術とプロセスの研究開発

連絡先：ＥＮＥＯＳグローブ株式会社 加藤 広海
MAIL：kato.hiromi@eneos-globe.co.jp

１．事業の目的・目標

２．2024年までの取組み・主な成果（2022年度～2024年度）

３．今後の取組み課題

４．実用化・事業化の見通し

＜目的＞
CO₂およびH₂を原料としてFischer-Tropsh（FT）合成により、カーボン
リサイクルLPGを製造する技術の確立

第6回 グリーンLPガス推進官民検討会 議事要旨（日本LPガス協会）より抜粋
https://www.j-lpgas.gr.jp/gas_news/NewsRelease_20240315.pdf

＜LPガスの2050年カーボンニュートラル化を見据えたロードマップイメージ＞
LPガス業界のCN化に向けた動きに足並みを揃え、実用化への取り組みを推進

＜目標＞
・CO₂転化率とLPG選択率向上のための触媒開発
・LPG製造プラント設備仕様検討、製造工程案策定
・社会実装モデルとロードマップ策定

LPGの2050年カーボンニュートラル化に貢献

開発項目 最終年度実績

触媒技術開発

・CO2ワンパス（1回反応）転化率
・LPG選択率
・CO副生率
・長時間反応後の活性低下

製造工程の検討
・製造工程最終案策定
・経済性の検討完了

社会実装モデルの検討
・実装モデル最終案策定
・CO₂削減効果と経済性評価
・ロードマップ策定

＜本事業の位置付け＞

通常のFT合成生成物分布 ゼオライト分解等によりC₃,C₄に集中

取組事項 内容

触媒改良 触媒性能向上、耐久性確立

触媒量産化 量産化方法策定、性能立証

反応器と製造プロセス設計 反応器、ベンチ実証設備設計、LPG製品化検証

ベンチ実証、国内実証検討 ベンチ実証、国内実証実現の計画立案

＜LPG合成のイメージ＞

海外インフラ接続、大規模製造

【社会実装モデル】
・既存サプライチェーン活用
・安価で豊富な原料調達

輸入 85％

目標値達成

＜触媒改良による生成物分布変化イメージ＞

＜触媒開発結果＞

目的生産物：C₃,C₄
副生物：C₁,C₂,C₅+~
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